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「れんけい」第85号訂正のお知らせ　平成25年4月に発行いたしました広報「れんけい」85号、 
笠置町消費生活相談の記事について「相楽消費者センター」を「相楽消費生活センター」に訂正します。 
ご迷惑をおかけして申し訳ございません。訂正し、お詫び申し上げます。

紹介紹介
新駐在さん新駐在さん

平成２５年度  人権・行政相談
　昨年10月に笠置町人権擁護委員の
山本幸男さん、寺阪良子さん、橋本順
夫さんからいただき、笠置小学校の児
童の手で育てられた「人権の花」水仙
が、きれいな花を咲かせました。
　３月14日㈭に笠置小学校で人権の
花の感謝状贈呈式が行われ、児童たち
はきれいに咲いた水仙の花に手紙を添
えて、先生や人権擁護委員さんと一緒
に町内の一人暮らしのお年寄りの家を
訪ね、プレゼントをしました。
　今年は31人の方が該当し、児童た
ちは地区ごと
に分かれ、お
年寄り一人一
人としばし会
話を楽しみな
がら花を配り
ました。

人 権 の 花

　
消
防
団 

任
命
式

日　　　程 時　　間 場　　　所
 5月21日（火）

 午後１時～

　　午後４時

笠置会館
 6月18日（火） 笠置町役場
 7月16日（火） 笠置会館
 8月20日（火） 笠置町産業振興会館
 9月17日（火） 笠置会館
10月15日（火） 笠置町役場
11月19日（火） 笠置町産業振興会館
12月17日（火） 笠置町産業振興会館
 1月21日（火） 笠置会館
 2月18日（火） 笠置町産業振興会館
 3月18日（火） 笠置会館

【人権相談】相談員：笠置町人権擁護委員
相談内容：差別、いやがらせ、名誉・信用の侵害、子供・高齢
者の虐待、家庭内のもめごとなど
【行政相談】相談員：笠置町行政相談委員
相談内容：行政施策に関する苦情や意見、要望など
＊どちらの相談も事前の申込みは必要ありませんので、直接会

場へお越しください。
＊相談は無料で、秘密は厳守します。お気軽にご利用ください。
【お問合わせ】��TEL：0743-95-2301
◎人権相談については住民課　◎行政相談については総務財政課

　

平
成
二
十
五
年
四
月
七
日
に
笠
置
町
消
防
団
任
命
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
任
命
式
で
は
ま
た
新
入
団
員
四
人
の
辞
令
交
付
や
、
新

入
団
員
代
表
宣
誓
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
退
団
さ
れ
る
分
団

長
に
感
謝
状
と
記
念
品
の
贈
呈
も
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
五
年
度
　
笠
置
町
消
防
団
　
部
長
・
班
長
及
び
新
入
団
員

【
部
　
長
】　

第
六
部
々
長　

川
北　

浩
司
（
班
長
）

【
班
　
長
】　

第
六
部
班
長　

植
田　

勝
秀
（
団
員
）

【
新
入
団
員
】　

第
一
部　

向
出　
　

健　
　

第
二
部　

今
井　

誠
人

　
　
　
　
　

第
四
部　

菅
井　

裕
一　
　
自
動
車
部　

井
上　

卓
也

【
退
団
者
】　

第
三
部　

中
尾　

嘉
宏
（
分
団
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

美
佐
雄
（
団
員
）　

笠
置
駐
在
所
に

綱つ
な

島し
ま

警
部
補
が
着
任

　

今
春
の
定
期
人
事
異
動
に
よ
り
、

笠
置
駐
在
所
に
綱
島
警
部
補
が
着
任

し
ま
し
た
。

　

綱
島
警
部
補
は
「
地
域
の
み
な
さ

ん
と
一
緒
に
な
っ
て
、
安
心
安
全
な

町
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま

す
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（　
　

）
内
は
旧
役
職
名綱島警部補
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近
年
、
児
童
を
狙
う
凶
悪
犯
罪
が
多
発
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
木
津
防
犯
推
進
委
員
協

議
会
和
束
支
部
と
湯
船
支
部
か
ら
和
束
小
学

校
新
一
年
生
に
防
犯
ブ
ザ
ー
が
配
ら
れ
ま
し

た
。防

犯
ブ
ザ
ー
は
四
月
九
日
の
入
学
式
の
あ

と
教
室
で
配
ら
れ
、
木
津
警
察
署
和
束
交
番

の
溝
渕
巡
査
部
長
か
ら
使
い
方
が
説
明
さ
れ

ま
し
た
。
溝
渕
巡
査
部
長
は
、
犯
罪
に
巻
き

込
ま
れ
る
よ
う
な
事
態
が
発
生
し
た
場
合
は

迷
わ
ず
防
犯
ブ
ザ
ー
を
鳴
ら
し
て
ほ
し
い
と

話
さ
れ
、
新
・
一
年
生
は
知
ら
な
い
人
が
話

し
か
け
て
来
て
も
絶
対
に
つ
い
て
行
き
ま
せ

ん
と
固
く
誓

い
合
っ
て
い

ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、

新
一
年
生
に

は
、
和
束
町

交
通
安
全
対

策
協
議
会
か

ら
通
学
用
安

全
帽
が
、
ま

た
相
楽
交
通

安
全
協
会
か

ら
黄
色
い
安

全
傘
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

任
期
満
了
を
も
っ
て
、
和
束

町
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
長

を
退
任
さ
れ
た

嶋
弘
和
前
委

員
長
に
、
三
月
八
日
㈮
役
場
応

接
室
で
町
長
か
ら
感
謝
状
と
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

嶋
さ
ん
は
三
期
十
二
年
の

長
き
に
わ
た
り
、
選
挙
管
理
委

員
会
に
お
い
て
選
挙
の
円
滑
な

執
行
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

“茶源郷まつり”は11月2日（土）と3日（日）に開きます。

「知らない人にはついて行きません」と
警察官と堅く誓い合う新1年生

平成25年度の

「ごめんください」とお伺いすると、玄関のあがり
口に招いてくださり、「ようお越し、まぁお茶でも一
杯飲んで」と迎えてくださる和束のみなさん。そこに
はたいてい、煎茶道のように、急須と湯呑、茶筒、ポッ
トなどがセットされていて、談笑しながら亭主自らが慣れた
手つきで、自慢の和束茶を丁寧に淹れてくださいます。少し
黄金色がかったそれを口に含むと、たちまち香りが鼻に抜け、
爽やかな渋味と柔らかな甘みが喉を通過してもなお、その余
韻をしばらく楽しめます。話が進む間にも注がれる、２煎目

３煎目の味の移ろいもまた、和束茶の奥深さを教えてくれます。何より、丹精込めて作っ
た茶でお客さんをもてなすという、すばらしい「接待の文化」がみなさんの家でちゃんと息
づいていることに驚くとともに、とても尊いことだと思います。お客さんの一人として、
いつも心を温めてくれる一杯に、とても感謝しています。 取材者：和束町観光振興協議会調査員

おいしいお茶でもてなして
いただいた藤井宗助さん

茶源郷まつり実行委員会

入
学
お
め
で
と
う

　

～

嶋
弘
和
さ
ん
～

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
へ

感
謝
状

前

感謝状を授与された　嶋弘和さん

～
新
一
年
生
に
防
犯
ブ
ザ
ー
～



和
束
町

れんけい　2013 年 5 月号9

け
れんけい WAZUKA-CHO和 町束

••••• ご寄附ありがとうございました •••••
「和束町ふるさと応援寄附金基金」へ次のとおりご寄附をいただきました。

匿名希望　　 　和 束 町　　　 １００，０００円　
ありがとうございました。
お寄せいただいた寄附金は、和束町のまちづくりのため有効に活用させていただきます。

【
本
　
　
部
】

団　

長 

桧　

谷　

正　

樹

副
団
長 

岡　

田　

周　

一

副
団
長 

谷　

本　

昌　

隆
【
湯
船
分
団
】

分
団
長 

大　

谷　
　
　

毅

副
分
団
長 

柚　

木　

高　

史

一
部
長 

小　

西　

博　

之

二
部
長 

宗　
　
　

信　

大

三
部
長 

中　

西　

拓　

二

【
東
分
団
】

分
団
長 

中　

井　

智　

一

副
分
団
長 

岩　

﨑　

聡　

宗

一
部
長 

坂　

口　

浩　

次

二
部
長 
筒　

井　

武　

美

三
部
長 
細　

井　

堅　

太

四
部
長 
藤　

田　

勧　

二 

【
中
分
団
】

分
団
長 

辻　
　
　

由　

典

副
分
団
長 

稲　

垣　
　
　

満

一
部
長 

辻　
　
　

寿　

志

二
部
長 

藤　

岡　

裕　

史

三
部
長 

小　

西　

智　

也

五
部
長 

澤　

樹　

信　

吉

六
部
長 

山　

下　

芳　

史 

【
西
分
団
】

分
団
長 

吉　

田　

研　

二

副
分
団
長 

竹　

谷　

智　

志

一
部
長 

馬　

場　
　
　

睦

二
部
長 

竹　

谷　

正　

史

三
部
長 

吉　

田　

雄　

一

【
出
向
・
派
遣
】

久　

保　

大　

輔 

京
都
府
総
務
部
自
治
振
興
課

 

（
地
域
力
推
進
課
長
）

山　

中　
　
　

賢 

地
域
力
推
進
課
長

 

（
京
都
府
農
林
水
産
部
農
政
課
）

山　

村　
　
　

誠 

農
村
振
興
課
主
事

 

（
京
都
府
総
務
部
自
治
振
興
課
）

北　

澤　

嘉　

朗 

京
都
府
総
務
部
政
策
法
務
課

 

（
農
村
振
興
課
主
事
）

　

今
春
の
定
期
人
事
異
動
に

よ
り
、
四
月
一
日
か
ら
湯
船

駐
在
所
に
河
原
尚
巡
査
部
長

が
着
任
し
ま
し
た
。

　

河
原
巡
査
部
長
は
「
地
域

の
み
な
さ
ん
と
積
極
的
に
関

わ
っ
て
、
安
心
で
住
み
よ
い

町
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
四
月
一
日
付
（
　
）
内
は
前
職
名

人
事
異
動

湯
船
駐
在
所
に

河
原
巡
査
部
長

が
着
任

（平成25年3月）

【
新
規
採
用
】

磯　

部　

あ
ゆ
子　

 
福
祉
課
保
健
師

飯　

田　

克　

也　

 
和
束
保
育
園
調
理
師

【
退
職
者
】
＊
三
月
三
十
一
日
付

丸　

田　

昌　

子　

 

和
束
保
育
園
調
理
師

吉　

井　

悦　

代　

 

福
祉
課
保
健
師

紹介紹介
新駐在さ

ん
新駐在さ

ん

紹介紹介
新駐在さ

ん
新駐在さ

ん

河
原
巡
査
部
長

平
成
二
十
五
年
度

和
束
町
消
防
団
員

部
長
以
上
の

役
員   
（
敬
称
略
）
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南
山
城
村
消
防
団
の
北
久

保
浩
司
団
長
、
木
村
宣
副
団

長
が
、
永
年
の
消
防
活
動
に

対
す
る
功
績
が
認
め
ら
れ
、

第
六
十
五
回 

日
本
消
防
協

会
定
例
表
彰
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

　

表
彰
伝
達
式
は
、
三
月

十
九
日
㈫
木
津
川
市
（
関
西

光
科
学
研
究
所
）で
行
わ
れ
、

日
本
消
防
協
会
長
（
伝
達
・

京
都
府
消
防
協
会
相
楽
支
部

藤
原
支
部
長
）
か
ら
表
彰
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

四
月
五
日
、
南
山
城
保
育
園

に
お
い
て
六
名
の
新
入
園
児
を

迎
え
、
平
成
二
十
五
年
度
入
園

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

名
前
を
呼
ば
れ
る
と
、
元
気

よ
く
「
は
い
！
」
と
返
事
が
で

き
ま
し
た
。

在
園
児
か
ら
は
「
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
」
と
「
む
す
ん
で
ひ
ら

い
て
」
の
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

こ
れ
か
ら
み
ん
な
仲
良
く
遊

ぼ
う
ね
。

　

四
月
五
日
、
村
内
の
四
箇
所
で
春
の
交

通
安
全
運
動
街
頭
啓
発
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

南
山
城
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会
の
方
々

や
髙
口
大
河
原
駐
在
及
び
松
本
高
山
駐
在

の
み
な
さ
ん
が
参
加
さ
れ
、
通
行
さ
れ
る

車
の
運
転
手
や
鉄
道
で
通
勤
さ
れ
る
方
々

に
対
し
て
啓
発
物
品
を
渡
し
な
が
ら
、
交

通
安
全
に
つ
い
て
の
注
意
喚
起
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
か
ら
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識

を
高
め
、
悲
惨
な
交
通
死
亡
事
故
な
ど
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
、
自
動
車
の
運
転
手
及

び
歩
行
者
の

方
も
含
め
て

交
通
事
故
の

な
い
社
会
の

実
現
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

惨
な
事
故
を

無
く
す

六
十
五
回 

㈶
日
本
消
防
協
会

定
例
表
彰
受
章

成
二
十
五
年
度

悲

入

第平

㊨ 

木
村
副
団
長
（
精
績
章
）

㊧ 

北
久
保
団
長
（
功
績
章
）

　

四
月
十
四
日
㈰
、
役
場
会
議
室

で
消
防
団
任
命
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

北
久
保
団
長
か
ら
新
入
団
員
に

任
命
書
が
交
付
さ
れ
、
九
名
の
新

入
団
員
代
表
と
し
て
、
第
二
分
団

第
一
部
の
山
田
一
貴
さ
ん
が
宣
誓

書
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

～
交
通
安
全
運
動
街
頭
啓
発
～

南
山
城
村

消
防
団
任
命
式

園お
め
で
と
う

啓発活動中の南山
城村交通安全対策
協議会の方々
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主　催　南山城村　　 問合せ　やまなみホール　TEL 0743-93-0560

　家族だからこそ、言えないことがある。家族だからこそ、許せないことがある。それで
も、いつかきっと想いは伝わる。ただ、愛し続けてさえいれば──。たとえ時代が変わり、
社会が複雑になり、困難な未来が訪れても、家族の絆だけは変わらない。人と人との絆の
大切さを知った今の時代にこそふさわしい、希望に満ちた普遍の愛の物語が、日本中を感
動で包みます──。
出演：役所広司　樹木希林　宮﨑あおい　ほか　脚本・監督：原田眞人
原作：井上靖「わが母の記～花の下・月の光・雪の面～」
（第 35回モントリオール世界映画祭：審査員特別グランプリ受賞）
（第 36回日本アカデミー賞：最優秀主演女優賞）

この度、中下洋子さん（NT）が、
総務大臣から行政相談委員に再委
嘱されました。行政相談委員は国
などの行政に関する苦情・問い合
わせなどの相談を受け付け、解決
を図る業務を行っています

人権、行政に関することやそ
の他困りごとがあれば、毎月1
回合同相談所を設けていますの
で、お気軽にご相談ください。な
お、相談日などの詳細について
は、総務課（TEL93-0102）また
は京都行政評価事務所行政相談課

（TEL075-211-1100）へ お 問 い
合わせください。

【
異
動
・
昇
任
・
昇
格
】

山　

本　

雅　

史

産
業
生
活
課
長
（
建
設
水
道
課
長
）

辰　

巳　
　
　

均

建
設
水
道
課
長
（
産
業
生
活
課
長
）

森　

本　

健　

次

産
業
生
活
課
主
幹
兼
魅
力
あ
る
村
づ
く
り
推

進
室
長
及
び
魅
力
あ
る
村
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
（
総
務
課
主
幹
兼
魅

力
あ
る
村
づ
く
り
推
進
室
長
）

廣　

尾　

真
智
子

産
業
生
活
課
課
長
補
佐
（
相
楽
東
部
広

域
連
合
派
遣
）

井　

上　

浩　

樹

総
務
課
係
長　

魅
力
あ
る
村
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
（
総
務
課
係
長
）

奥　

西　

秀　

樹

産
業
生
活
課
係
長
兼
建
設
水
道
課
土
木

建
築
係
長
兼
魅
力
あ
る
村
づ
く
り
推
進

室
及
び
魅
力
あ
る
村
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
（
総
務
課
係
長

兼
建
設
水
道
課
土
木
建
築
係
長
兼
魅
力

あ
る
村
づ
く
り
推
進
室
）

徳　

田　

直　

樹

産
業
生
活
課
係
長
兼
魅
力
あ
る
村
づ
く

り
推
進
室
及
び
魅
力
あ
る
村
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
（
産
業

生
活
課
係
長　

魅
力
あ
る
村
づ
く
り
）

袖　

岡　

幸　

司

　

税
財
政
課
主
任
（
京
都
府
出
向
）

石　

田　

安　

彦

総
務
課
主
任
（
相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
）

松　

本　

久　

代

相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
（
産
業
生
活
課
主
任
）

安　

井　

隆　

広

相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
（
総
務
課
主
事
）

藤　

森　

雅　

彦

産
業
生
活
課
主
事
（
税
財
政
課
主
事
）

【
新
規
採
用
】

石　

上　

稔　

輝　

保
育
所
保
育
士

【
退
職
】

宇　

宿　

夏
央
梨　

保
育
所
保
育
士

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
付
・（　
　

）
は
前
職
名

人 

事 

異 

動

身近な相談でも
お気軽に
行政相談委員

やまなみコンサート Vo.1
  ～ラブソングのひととき～

初めて知る、母の想い。50年の時を経てつながる、家族のラブストーリー

やまなみ映画上映会 Vo.1『わが母の記』

日　時 　平成25年5月11日�土� （開場はそれぞれ30分前となります）

　　　　 ①10：00開演　②13：30開演　（全自由席）
場　所 　南山城村文化会館　やまなみホール
入場料 　前売��1,000円　当日�1,300円

プログラム：A. ヴィヴァルディ	：協奏曲『春』・『夏』・『恋人』
　　　　　　E. エルガー　　　	：『愛の挨拶』Op.12　　　　　他
出　　　演：大阪チェンバーオーケストラ
　　　　　　河野正孝（お話・指揮・オーボエ）
　　　　　　赤松由夏 /池上尚里 /岡本千英子 /小林なお子（ヴァイオリン）
　　　　　　納庄麻里子（ヴァイオリン )/ 角田知子（ヴィオラ）/柳瀬史佳（チェロ）
　　　　　　三井脩平（コントラバス )/ 河野まり子（チェンバロ）

　　 日　時 　平成25年5月19日日
　　　　 　　14：30開演　（14：00開場）
　　 場　所 　南山城村文化会館 ロビー
　　 入場料 　500円（中学生以下無料）
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